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「シモン・ペトル對
こた

へて曰
いう

へり、

爾
なんぢ

はハリストス、活
い

ける神
かみ

の子
こ

な

り。イイスス答
こた

へて彼
かれ

に謂
い

へり、

（中略）我
われ

も亦
また

爾
なんぢ

に語
つ

ぐ、爾
なんぢ

は

ペトルなり、我
われ

此
こ

の磐
いは

の上
うえ

に我
われ

の

教會
きょうかい

を建
た

てん。」 

聖使徒ペトル・パワェル祭 

聖体礼儀の福音 

 

爾
は
ハ
リ
ス
ト
ス
、
活
け
る
神
の
子
な
り 

司
祭 

ル
カ 

田
畑
隆
平 

「
イ
イ
ス
ス
は
言
わ
れ
た
。
『
そ
れ
で
は
、
あ
な
た

が
た
は
私
を
何
者
だ
と
言
う
の
か
。
』 

シ
モ
ン
・

ペ
ト
ル
が
答
え
た
。 

『
あ
な
た
は
ハ
リ
ス
ト
ス
、

生
け
る
神
の
子
で
す
。
』 

す
る
と
、
イ
イ
ス
ス
は

お
答
え
に
な
っ
た
。 

『
イ
オ
ナ
の
子
シ
モ
ン
、
あ

な
た
は
幸
い
だ
。
あ
な
た
に
こ
の
こ
と
を
現
し
た

の
は
、
人
間
で
は
な
く
、
天
に
お
ら
れ
る
私
の
父

で
あ
る
。
私
も
言
っ
て
お
く
。
あ
な
た
は
ペ
ト
ル
。

私
は
こ
の
岩
の
上
に
私
の
教
会
を
建
て
よ
う
。
地

獄
の
門
も
こ
れ
に
打
ち
勝
つ
こ
と
は
な
い
。
』」（マ

ト
フ
ェ
イ
１６
：
１３‐
１８
） 

 

こ
こ
に
出
て
く
る
ペ
ト
ル
の
「
あ
な
た
は
ハ
リ
ス

ト
ス
、
生
け
る
神
の
子
で
す
。
」
と
い
う
言
葉
は
、

私
た
ち
が
聖
体
礼
儀
の
度
に
告
白
し
て
い
る
も

の
で
す
（「主
や
我
信
じ
且
承
け
認
め
て
、
爾
を 

実
に
ハ
リ
ス
ト
ス
生
活
の
神
の
子…

」）。 

 

あ
る
聖
書
学
者
は
、
こ
の
言
葉
を
「
聖
書
の
中

で
最
も
重
要
な
言
葉
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
イ
イ
ス
ス
を
救
世
主
で
あ
り
神
の
子
（
す
な

わ
ち
神
ご
自
身
）で
あ
る
と
認
め
る
も
の
だ
か
ら

で
す
。 

 

私
た
ち
の
信
仰
の
土
台
は
、
イ
イ
ス
ス
を
神
と

認
め
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
イ
イ
ス
ス
を
神
と
認

め
る
と
い
う
こ
と
は
、
イ
イ
ス
ス
を
通
し
て
し
か

人
は
救
わ
れ
な
い
と
い
う
信
仰
を
受
け
入
れ
る

と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。 

イ
イ
ス
ス
の
仰
っ
た
「
私
は
こ
の
岩
の
上
に
私

の
教
会
を
建
て
よ
う
。
」の
「岩
」と
は
、
ペ
ト
ル
が

告
白
し
た
「
イ
イ
ス
ス
を
神
と
認
め
る
信
仰
」
を

意
味
し
ま
す
。
そ
し
て
教
会
は
、
そ
の
よ
う
な
信

仰
の
上
に
建
つ
も
の
な
の
で
す
。 

私
た
ち
の
課
題
で
あ
る
「
信
仰
の
継
承
」
の
本

質
は
、
組
織
の
存
続
で
は
な
く
、
「
イ
イ
ス
ス
を

神
と
信
じ
る
信
仰
の
継
承
」
で
す
。
そ
し
て
教
会

は
、
そ
の
信
仰
を
共
有
す
る
者
の
集
い
で
す
。 

７
月
１２
日
の
ペ
ト
ル
・
パ
ワ
ェ
ル
祭
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
ま
ず
は
私
た
ち
自
身
が
、
伝
え
る
べ

き
信
仰
を
確
か
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

首座の聖使徒ペトル 

及びパワェル 
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立
さ
れ
ま
し
た
。
大
立
目
兄
、
太
田
姉
、
長
年

の
ご
奉
仕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
髙
橋

兄
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

執
事
に
関
し
て
は
、
長
ら
く
欠
員
１
名
の
状

態
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
２
名
が
勇

退
さ
れ
１
名
が
選
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
欠

員
が
２
名
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
次
年
度
の
総

会
に
向
け
て
執
事
会
で
代
務
者
を
立
て
て
欠

員
を
補
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

６
月
２１
日
㈰
の
聖
体
礼
儀
後
に
、
仙
台
教
会

の
令
和
８
年
度
信
徒
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
の
初
め
に
、
田
畑
神
父
よ
り
次
の
よ
う

な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
「
私
が
仙
台
に
赴
任

し
て
か
ら
徹
夜
祷
や
聖
体
礼
儀
で
毎
週
の
よ

う
に
新
し
い
人
を
見
掛
け
る
が
、
彼
等
を
如
何

に
し
て
仲
間
に
加
え
て
い
く
か
が
今
後
の
課

題
。
現
在
、
欧
米
諸
国
で
は
正
教
会
が
こ
れ
ま

で
に
な
い
ほ
ど
注
目
を
集
め
て
お
り
、
日
本
で

も
そ
の
兆
し
は
あ
る
。
正
教
会
を
訪
れ
る
人

は
、
伝
統
に
根
差
し
た
、
信
頼
に
足
る
、
変
わ

ら
な
い
キ
リ
ス
ト
教
を
求
め
て
教
会
に
来
る
。

故
に
私
た
ち
は
、
正
教
を
体
現
す
る
こ
と
を
一

層
目
指
し
続
け
る
と
と
も
に
、
来
会
者
を
温
か

く
迎
え
、
進
ん
で
交
わ
り
を
持
つ
こ
と
を
心
掛

け
よ
う
。
」 

 

議
事
は
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、
活
動
計

画
、
予
算
案
と
滞
り
な
く
進
み
、
全
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
年
は
役
員
の
改
選
の
年
に
当
た
り
、

長
き
に
亘
り
執
事
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
ハ
リ

サ
ン
プ
大
立
目
兄
と
マ
リ
ヤ
太
田
姉
が
勇
退
さ

れ
、
新
た
に
ア
ン
ド
レ
イ
髙
橋
兄
が
執
事
に
選 

令
和
８
年
度 

信 

徒 

総 

会 

令
和
８
年
６
月
２１
日 
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６
月
１４
日
㈰
、
東
日
本
主
教
教
区
の
教
区

会
議
が
仙
台
教
会
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

教
区
会
議
に
先
立
ち
、
１３
日
㈯
１５
時
よ
り

教
区
理
事
会
が
開
か
れ
、
本
会
議
の
議
案
に
つ

い
て
一
通
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
17
時

よ
り
聖
堂
で
徹
夜
祷
。
セ
ラ
フ
ィ
ム
府
主
教
座

下
ご
司
祷
に
よ
る
徹
夜
祷
に
は
、
教
区
理
事
の

ほ
か
、
聖
歌
隊
は
じ
め
仙
台
教
会
の
信
徒
も
多

数
参
祷
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
14
日
㈰
は
午
前
９
時
半
よ
り
セ
ラ
フ

ィ
ム
座
下
司
祷
、
教
区
内
の
全
司
祭
陪
祷
に
よ

る
聖
体
礼
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
オ
ア
ン
髙

橋
紀
武
兄
と
ス
テ
フ
ァ
ン
髙
橋
嘉
彦
兄
が
奏
で

る
鐘
の
音
の
中
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
座
下
が
入
堂
さ

れ
、
聖
体
礼
儀
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
日
に

向
け
て
準
備
を
重
ね
て
き
た
聖
歌
隊
は
久
々

の
主
教
祈
祷
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
ス

ム
ー
ズ
な
歌
の
運
び
で
、
祈
祷
を
美
し
く
飾
り

ま
し
た
。
参
祷
者
は
７０
名
近
く
あ
り
ま
し
た
。 

 

聖
体
礼
儀
終
了
後
、
昼
食
を
挟
ん
で
午
後
１

時
よ
り
教
区
会
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
会
議
の

冒
頭
、
府
主
教
座
下
は
次
の
よ
う
に
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。 

「
教
勢
と
は
、
信
徒
数
の
増
減
の
こ
と
で
は
な

く
、
一
つ
一
つ
の
教
会
が
ど
の
よ
う
に
活
動
し
、

一
人
一
人
の
信
者
が
い
か
に
正
教
的
な
生
活

を
実
践
し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
信
仰
の
継
承
と
は
単
に
世
代
交
代
の
こ
と

で
は
な
い
。
そ
の
継
承
す
べ
き
信
仰
を
我
々
親

世
代
が
見
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
。
一
人
一
人
が

正
教
徒
の
姿
を
見
せ
る
事
こ
そ
が
最
大
の
宣

教
で
あ
る
。
」 

 

そ
の
後
、
活
動
報
告
、
決
算
、
活
動
計
画
、
予

算
と
、
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
二
〇
一
八
年
度
よ
り
教
区
の
財
務
を
務
め

ら
れ
た
マ
ル
コ
熊
谷
経
光
兄
と
エ
ウ
ド
キ
ヤ
真

裕
美
姉
が
こ
の
度
勇
退
さ
れ
、
後
任
と
し
て
石

巻
教
会
の
ロ
マ
ン
平
塚
兄
が
就
任
し
ま
し
た
。 

 

会
議
終
了
後
は
会
館
４
階
に
て
慰
労
会
が
催

さ
れ
、
婦
人
会
の
心
を
込
め
た
お
も
て
な
し
の

品
が
並
ぶ
中
、
歓
談
の
ひ
と
時
を
持
ち
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。 

令
和
８
年
度 

東
日
本
主
教
教
区 

教
区
会
議 

府主教座下よ

り花束を贈呈さ

れた熊谷夫妻 



                       

中
新
田
正
教
会
だ
よ
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白
河
正
教
会
だ
よ
り 

白
河
教
会
で
は
６
月
６
日
㈯
か
ら
７
日
㈰

に
か
け
て
司
祭
の
巡
回
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ロ

ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
開
催
中
の
白
河
教
会
の
境
内

は
満
開
の
バ
ラ
に
彩
ら
れ
、
息
を
呑
む
美
し
さ

で
し
た
。 

白
河
教
会
で
は
通
常
、
司
祭
巡
回
時
の
土

曜
の
夜
は
徹
夜
祷
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
日

は
信
徒
総
会
の
前
日
の
た
め
、
徹
夜
祷
で
は
な

く
晩
課
の
み
を
行
い
、
晩
課
に
続
け
て
執
事
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
執
事
会
で
は
翌
日
の
信
徒

総
会
の
議
案
に
つ
い
て
一
通
り
確
認
さ
れ
ま
し

た
。 翌

７
日
㈰
は
聖
体
礼
儀
に
先
立
ち
、
ニ
コ
ラ

イ
佐
川
竜
太
兄
の
洗
礼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
川
兄
は
昨
年
に
初
め
て
教
会
を
訪
れ
て
依

頼
、
毎
月
熱
心
に
参
祷
さ
れ
、
聖
体
礼
儀
後
も

残
っ
て
正
教
の
学
び
を
深
め
、
受
洗
に
至
り
ま

し
た
。
幾
年
も
！ 

聖
体
礼
儀
後
に
は
今
年
度
の
信
徒
総
会
が

会
館
に
て
開
か
れ
、
滞
り
な
く
全
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
中
新
田
教
会
で
は
５
月
２３
日
㈯
か
ら
２４
日

㈰
に
か
け
て
司
祭
の
巡
回
が
あ
り
、
晩
課
と
主

日
聖
体
礼
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
仙
台
の
司
祭

が
一
人
体
制
に
な
っ
て
以
来
、
中
新
田
は
第
５

日
曜
の
あ
る
月
以
外
は
金
・
土
曜
日
の
巡
回
と

な
っ
て
お
り
、
念
願
の
日
曜
の
聖
体
礼
儀
で
し

た
。
な
お
、
今
年
度
は
毎
月
第
４
日
曜
と
そ
の

前
日
の
土
曜
に
巡
回
が
行
わ
れ
る
た
め
、
聖
体

礼
儀
は
毎
月
日
曜
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
ご
参
祷
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
６
月
７
日
㈰
の
代
式
祈
祷
後
に
は
、

「
ロ
ウ
受
け
」
を
作
る
奉
仕
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
「ロ
ウ
受
け
」は
、 

毎
月
の
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

や
葬
儀
で
使
用
さ
れ 

ま
す
。 

ニコライ佐川兄。代父母とともに 
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○
聖
堂
内
献
金 

九
五
、
二
〇
四
円 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

五
万
円 

太
田
秀
（太
田
信
兄
） 

三
万
円 

八
文
字
則
子
（八
文
字
積
子
姉
） 

 

石
森
知
子
（髙
橋
英
俊
兄
） 

五
千
円 

笹
川
皓
、
永
沢
正
輝
、
橘
聡
子
、 

髙
橋
紀
武 

三
千
円 

佐
治
美
智
子 

千
円 

山
中
由
美
、
岡
崎
雄
俊 

○
参
堂
献
金 

一
万
円 

坂
下
洋
光
（上
磯
） 

五
千
円 

児
玉
繁
子
（函
館
）、
松
井
靖
介
（函
館
） 

 

中
新
田
教
会 

○
感
謝
献
金 

一
万
円 

上
磯
教
会
、
盛
教
会 

五
千
円 

加
藤
進
、
松
島
和
香
子
（盛
岡
）、 

山
田
教
会
、
平
塚
喜
美
子 

三
千
円 

大
寺
浩
（白
河
） 

千
円 

渋
谷
久
徳
（盛
岡
） 

○
会
報
献
金 

五
千
円 

山
田
教
会 

※
敬
称
略 

(5)                         教 会 だ よ り     2026(令和 8)年 7 月(第 589 号) 

今年の「教会学校夏季修養会」は北海道ブロックと東北

ブロックの合同行事として、函館で行われます。教会の学び

から社会見学、探検から聖体礼儀まで盛りだくさんの内容

です。遠方からも参加していただけるよう二泊三日でありな

がら参加費は無料です。 

お子さんの今年の夏の思い出に、そして教会への親しみ

を育むために、ぜひご参加ください。 

聖
五
旬
祭
（
聖
神
降
臨
祭
） 

 
５
月
３１
日
㈰
の

五
旬
祭
聖
体
礼
儀

後
に
、
膝
屈
晩
課

と
呼
ば
れ
る
五
旬

祭
主
日
晩
課
を
行

い
、
参
祷
者
は
復

活
大
祭
後
初
め
て

跪
き
、
聖
神
の
恩

寵

を

祈

り

ま

し

た
。 

教 

会 

清 

掃 

奉 

仕 

教

区
会

議
に
先

立

ち
、
数
回
に
分
け
て
聖
堂

や
会
館
の
大
掃
除
を
し

ま
し
た
。
ご
奉
仕
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

日 時 ： ８月１日㈯－３日㈪ 

参加費 ： 無料  

申 込 ： ７月１２日㈰までに仙台教会まで 



                       

７月聖名日 

モレーベンのご案内 
７月１９日㈰聖体礼儀後 

７月の聖名日モレーベンに該

当する方々です。ぜひご参祷く

ださい。 ▲聖使徒アキラ及び 

聖プリスキラ 
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聖名日 聖   名  氏    名（敬称略） 

7/10 イオアンナ(携香女) 佐藤圭子 

7/12 ペトル（聖使徒） 
太田 秀、木村謙太、小松 繁、佐藤純

一、横山哲也、寺嶋涼華 

7/12 パウェル（聖使徒） 秋保明、木村憲治、小山俊一 

7/17 マルファ（克肖女） 菊池悠夏 

7/18 エリザベタ（ロシア大公妃） 寺嶋リイザ、高橋明子 

7/19 ルキヤ（ロマの聖致命女） 岡多喜子、中川八重、佐々木万里子 

7/20 フォマ（マレヤの修士克肖者） 沢辺智康 

7/24 オリガ（キエフの聖大公女） 小松幸恵 

7/26 ガヴリイル（神使首） 山田 謙 

7/27 アキラ（70 人門徒） 笹川 皓、佐々木明、横山 昭 

7/28 
ウラジミル（キエフの聖大侯亜

使徒） 
大泉 巖 

7/29 
ユリヤ（カルファゲンの聖致命

女） 

菊池千絵、佐々木聡子、オウゾン・ジュ

リヤ 

7/30 
マリナ（アンティオケアの聖大致

命女） 

板橋順子、佐藤安子、高橋理恵、永沢

いく子、本多弘子、吉田則子、小山凉子 

 

▲聖大侯亜使徒ウラディ

ミルと聖大侯女オリガ 

 

「主に感謝して歌え。／琴に合わせて、我らの神をほめ歌え。主は天を雲で覆い

／地に雨を備え／山々に草を芽生えさせる。獣にも、叫び求める烏の雛にも／

食べ物を与える。馬の勇ましさを喜ばず／人の健脚も望まない。主はご自分を

畏れる人々を／その慈しみを待つ人々を望む。」（第 146 聖詠／詩編 147:7-11） 



                       

執 

事 

会 

報 

告 
日
時
：
令
和
８
年
６
月
９
日
午
後
２
時
～
４
時 

場

所
：会
館
３
階
会
議
室 

一
、
報
告
事
項 

５
／
１２
㈫ 

執
事
会 

５
／
１３
㈬ 

廻
家
祈
祷
、
伝
道
会 

５
／
１４
㈭ 

拡
大
宣
教
会
議 

５
／
１７
㈰ 

聖
名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン 

５
／
２０
㈬ 

掃
除
機
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
徹
夜
祷 

５
／
２１
㈭ 

升
天
祭
聖
体
礼
儀 

５
／
２３
㈯ 

エ
リ
ザ
ベ
タ
八
文
字
積
子
姉
納
骨 

パ
ニ
ヒ
ダ 

５
／
２４
㈰ 

主
日
代
式
祈
祷 

５
／
２７
㈬ 

伝
道
会 

５
／
２８
㈭ 

教
区
報
発
送
作
業 

５
／
３０
㈯ 

五
旬
祭
徹
夜
祷 

６
／
１
㈰  

五
旬
祭
聖
体
礼
儀
、
主
日
晩
課 

６
／
２
㈫  

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
点
検 

６
／
５
㈮  

教
区
会
計
監
査
、
教
区
会
議
慰
労
会 

準
備
会
、
清
水
建
設
聖
堂
・会
館
見
学 

６
／
６
㈯  

レ
オ
太
田
信
兄
40
日
祭
パ
ニ
ヒ
ダ
・

納
骨 

６
／
７
㈰  

主
日
代
式
祈
祷 

二
、
協
議
事
項 

⑴
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
件 

業
者
よ
り
６
月
１１
日
に
L

E

D
電
球
が
着
く

と
の
連
絡
。
可
能
で
あ
れ
ば
12
日
の
交
換
を
依

頼
。
※
希
望
叶
わ
ず
、
６
月
16
日
に
作
業
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

⑵
門
扉
の
件 

業
者
の
返
答
待
ち
。 

⑶
教
区
会
議
の
件 

写
真
撮
影
は
聖
体
礼
儀
後
す
ぐ
に
行
う
。
※
当

日
の
事
情
に
よ
り
、
会
議
後
の
撮
影
と
な
っ
た
。 

⑷
信
徒
総
会
の
件 

会
計
監
査
は
６
月
１６
日
㈫
１３
時
よ
り
。 

会
場
設
営
は
方
舟
会
が
当
日
朝
９
時
に
。
弁
当

の
注
文
は
服
部
姉
。 

総
会
資
料
を
確
認
し
、
伝
わ
り
に
く
い
所
を
修
正

し
た
。 

⑸
今
年
度
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
件 

今
年
度
は
白
河
教
会
の
巡
回
が
原
則
第
１
金
・

土
に
な
り
、
中
新
田
の
巡
回
が
第
４
土
・
日
と
な

る
為
、
代
式
祈
祷
と
聖
堂
清
掃
は
第
４
日
曜
に

変
更
と
な
る
。 
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三
、
そ
の
他 

執
事
会
含
め
教
会
の
若
返
り
が
急
務
。
ま
ず
は

執
事
会
を
日
曜
に
戻
し
、
若
い
人
が
執
事
会
に

出
席
で
き
る
よ
う
に
す
る
（８
月
よ
り
実
施
）。 

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事 

 

仙
台
教
会
の
聖
堂
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
白
熱

灯
専
用
で
あ
っ
た
た
め
、
電
球
交
換
の
頻
度
を

減
ら
す
た
め
に
６
月
１６
日
㈫
に
L

E

D
に

対
応
さ
せ
る
工
事
を
行
い
、
電
球
を
全
て
L

E

D
に
交
換
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
し
ば
ら
く

は
、
電
球
が
切
れ
る
こ
と
は
恐
ら
く
な
い
で
し

ょ
う
。 



                       

 
○
仙
台
教
会 

4
日
㈯ 
主
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

第
４
調 

5
日
㈰ 

祭五

後旬
第
５
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

ロ
マ
103
端
10
：
1-

10 

マ
ト
フ
ェ
イ
28
端
8
：
28-

9
：
1 

6
日
㈪ 

徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

7
日
㈫ 

前
駆
授
洗
イ
オ
ア
ン
誕
生
祭 

聖
体
礼
儀
（９
時
） 

 
 
 

ロ
マ
１１２
端
１３
：
１１-

１４
：
４ 

 
 
 

ル
カ
１
端
１
：１-

２５
、
５７-

６８
、
７６
、
８０ 

定
例
執
事
会
（
１４
時
） 

11
日
㈯ 

全
国
公
会(

東
京) 

徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

第
５
調 

12
日
㈰ 

全
国
公
会(

東
京) 

祭五

後旬
第
６
主
日
・聖
使
徒
ペ
ト
ル
・パ
ワ
ェ
ル
祭 

※
聖
体
礼
儀
、
代
式
共
に
あ
り
ま
せ
ん 

ロ
マ
110
端
12
：
6-

14 

コ
リ
ン
フ
後
193
端
11
：
21-

12
：
9 

マ
ト
フ
ェ
イ
29
端
9
：
1-

8 

 
   

マ
ト
フ
ェ
イ
67
端
16
：
13-

19 

18
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷
（
１７
時
） 

第
６
調 

 

19
日
㈰ 

祭五

後旬
第
７
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

ロ
マ
116
端
15
：
1-

7 

マ
ト
フ
ェ
イ
33
端
9
：
27-

35 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

◎
聖
名
祭
モ
レ
ー
ベ
ン 

25
日
㈯ 

徹
夜
祷
は
あ
り
ま
せ
ん 

第
７
調 

26
日
㈰ 

祭五

後旬
第
８
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
半
） 

コ
リ
ン
フ
前
124
端
1
：
10-

18 

マ
ト
フ
ェ
イ
58
端
14
：
14-

22 

 
 
 
 

 

◆
聖
堂
清
掃 

 

○
白
河
教
会 

2
日
㈭ 

教
会
清
掃
（９
時
３０
分
） 

3
日
㈮ 

主
日
徹
夜
祷
（
18
時
） 

第
４
調 

4
日
㈯ 
祭五

後旬
第
５
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

19
日
㈰ 
祭五

後旬
第
７
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

 

○
中
新
田
教
会 

25
日
㈯ 

ス
ボ
タ
大
晩
課
（
１７
時
） 

26
日
㈰ 

祭五

後旬
第
８
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 
 

 
 

月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

※
第
２
日
曜
の
代
式
祈
祷
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
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※会報に掲載の写真でご希望のものがあればプリントしますので遠慮なくお申し出ください。 

７
月
の
行
事
・
奉
事
予
定 

今月の予定 

【月例パニヒダ】１９日㈰ ※第３日曜に変更 

【聖名祭モレーベン】１９日㈰ 

【聖歌隊】（発声）５日㈰（１３時半） 

(練習)１９日㈰、２６日㈰ 

【伝道会】毎週水曜１８時半より（会館３階） 

※今年度の主日代式祈祷と聖堂清掃奉仕日

は「毎月第４日曜」となります。 

※全国公会開催に伴い７月１１日㈯‐１２日㈰

の祈祷はありません。 

※「キャンプだホイ」開催のため８月１日㈯‐２

日㈰の祈祷はありません。 

第１回徹夜祷勉強会のご案内 

 聖体礼儀の前晩に行われる「徹夜祷」につ

いて学ぶ場を設けます。 

徹夜祷の基本的な構造や、主日には祈祷

書のどこをどのように読み、祭日が重なると

それがどのように変わるのかなど、実践的な

ことを中心に学びます。ぜひご参加ください。 

日時：７月１８日㈯午後３時 

場所：会館 3 階第１集会室 


